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当館では県民が福島について知識を深め新たな活動につなげることができる講座「福島を生きる

講座」を開催しています。今年度開催した第1回および第2回の当講座の内容について紹介します。 

 

第1回「斎藤さんと一緒に考える気候変動とこれからの暮らし」 

講  師：斎藤恭紀 氏（福島テレビ専属気象予報士・防災士・気象キャスター） 

開催日：令和7年7月12日（土曜日）14時から15時30分 

場所：講堂 

参加人数：82名 

 

福島テレビの専属気象予報士として「テレポートプラス」などで活躍され、県内各地で気象や防災

に関する講演会を多数実施されている斎藤氏をお招きし、気候変動に関する講演を行っていただきま

した。 

福島県で過去発生した災害の話から、気候変動がもたらす生活への影響や今後の気象動向、減

災に向けた対応などについて、天候の変化の仕組みを交えてお話しいただきました。 

軽やかで洗練された語り口に、会場内は大いに引き込まれました。お子さまと連れ立ってのご参加

も見受けられ、多様な世代の方々が、改めて防災意識を高めることのできた時間となりました。明日か

ら使える防災対策のお話もあり、大変好評でした。 
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第2回「明治時代の白水阿弥陀堂の修復と日本美術院」 

講 師：渡邉智裕 氏（公益財団法人福島県文化振興財団 歴史資料課長） 

開催日：令和7年10月25日（土曜日）14時から15時30分 

場所：第1研修室 

参加人数：29名 

 

県内唯一の国宝建造物・白水阿弥陀堂について長く調査されている渡邉氏に、明治時代の文化財

保護行政の下でなされた白水阿弥陀堂の大規模な修復に至る具体的な経緯や、堂内の仏像を修復

した岡倉天心主宰の日本美術院の活動についてお話しいただきました。 

岡倉天心一派と当県との関わりや人間模様を織り交ぜつつ、当時の公文書や写真を見ながらの分

かりやすい解説に、参加者からは大変面白かったとの声が寄せられました。講演終了後、会場内で展

示されていた関連資料を借りていかれる方もいらっしゃいました。 

 

※本講演は福島県歴史資料館移動展「明治時代の白水阿弥陀堂」（令和7年10月3日から11月5

日）の関連事業として開催されました。 

 

 

（企画管理部 佐々木愛） 


